
１市村の概要 

 １面積 

現状別子山村の７３ｋ㎡増えることで、２３４．２７ｋ㎡となるが、その

ほとんどが林野面積であり、合併前に比べると人口密度が、極端に下がるこ

ととなる。 

 

２沿革  

 

  

 

 

 



 

 

 

３人口・世帯 



 

 



 



現状 

 平成２年から、平成１２年までの１０年間で、新居浜市が２．８％減に対

し、別子山村は、７．６％減と、いずれも愛媛県全体の人口減少率（１．４

５％）を上回っており、市、村外への進学、就職などによる社会減が続いて

いる上に、特に別子山村については、高齢化による自然減が生じているもの

と思われる。 

 世帯数は、新居浜市においては、１０年前に比べて、８．６８％の増加と

なっており、世帯規模の減少傾向が顕著となっており、高齢者世帯で、かつ

単独世帯、夫婦のみの世帯が増加していくものと思われる。別子山村につい

ては、世帯数の減少はないが、やはり世帯規模の減少が、顕著である。 

 昼間人口については、別子山村は、他市町村への従業・通学の割合が非常

に高いが、その勤務先としては、新居浜市が大きな割合を占めている。 

課題 

 少子高齢化に伴う人口減少への対応 

 増加する高齢者世帯と核家族化への対応 

 別子山村の希望は現状での定住だが、将来更に高齢化が進み、人口減少が

進めば、集落機能が失われることが予想されるため、希望者を対象に重点的

な集約化によるモデル地区等の検討が必要となる。 
 


